
1.運行計画（プラン）について

運行計画（プラン）
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運行形態

運行車両

運行時間帯

運行便数

【利用者数】
平均利用者数に合わせた効率的な運行形態を設定

【通過人数・乗車率】
最大通過人数・乗車率に合わせた車両サイズの設定

【利用頻度×利用時間帯】
利用頻度と利用時間帯に合わせた時間帯・便数の設定

• 路線定期運行
• 路線不定期運行
• 区域運行

• ワンボックス
• マイクロバス
• 小型バス

• 朝
• 日中
• 夜

• １便以上/時
• １便/時
• １便以下/時

資料4

基本となる運行水準 利用実態等を踏まえた検討 運行計画の立案

〈 〈

◼ 運行計画検討のプロセス

現行路線の経路・ダイヤ・
運賃等を運行水準の参考と
する

利用実態やアンケート結果
を踏まえ、運行内容の効率
化を検討

地域特性を踏まえた
運行計画を立案

◼ 利用実態等を踏まえた検討

運賃
• 路線バスと同等
• その他

【運賃設定】
既存バス路線との競合性、運行収支などへの影響
を踏まえた運賃を設定

運行に要する予算

〈

代替交通の運行に必要
となる予算の検討・確
保



1.運行計画（プラン）について 【検討図】

運行計画（プラン）

2

運行形態 運行車両 運行時間帯 運行便数
（１時間あたり）

運賃

区域
運行

路線
不定期
運行

路線
定期
運行

ワンボッ
クス

マイクロ
バス

小型
バス

朝
日
中

夜

１
便
以
下

１
便

１
便
以
上

路線
バス
同等

その
他

京
阪
デ
ー
タ

1便あたりの
平均利用者数
（R7.4.1～
R8.1.31）

11.5人

1日あたりの
平均利用者数
（R7.4.1～
R8.1.31）

103.5人

乗
込
み
調
査

1便あたりの
最大通過人数
（R8.3.13）

１７人

1便あたりの
最大乗車率
（R8.3.13）

68.0％
（小型バス）

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

利用時間帯
9時台～11時台
15時台～17時台

乗降時間の効率性やＵＤ対応など、
乗合事業に適した小型バスを使用

路線定期運行

日中時間帯の運行を確保

効率的に運行するため、各時間帯で1便/時を確保

代替交通手段

利用実態

【5系統】樟葉駅～金振東～面取長～樟葉駅

既存バス路線との重複区間があるため、
路線バスと同じ運賃を設定



1.運行計画（プラン）について 【検討図】

運行計画（プラン）

【84系統】樟葉駅～船橋住宅～北片鉾～樟葉駅
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運行形態 運行車両 運行時間帯 運行便数
（１時間あたり）

運賃

区域
運行

路線
不定期
運行

路線
定期
運行

ワンボッ
クス

マイクロ
バス

小型
バス

朝
日
中

夜

１
便
以
下

１
便

１
便
以
上

路線
バス
同等

その
他

京
阪
デ
ー
タ

1便あたりの
平均利用者数
（R7.4.1～
R8.1.31）

12.9人

1日あたりの
平均利用者数
（R7.4.1～
R8.1.31）

103.2人

乗
込
み
調
査

1便あたりの
最大通過人数
（R8.3.13）

１6人

1便あたりの
最大乗車率
（R8.3.13）

64.0％
（小型バス）

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

利用時間帯
9時台～10時台
16時台

乗降時間の効率性やＵＤ対応など、
乗合事業に適した小型バスを使用

路線定期運行

日中時間帯の運行を確保

効率的に運行するため、各時間帯で1便/時を確保

代替交通手段

利用実態

既存バス路線との重複区間があるため、
路線バスと同じ運賃を設定



1.運行計画（プラン）について 【検討図】

運行計画（プラン）

【87系統】樟葉駅～樋ノ上～養父元町～樟葉駅
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運行形態 運行車両 運行時間帯 運行便数
（１時間あたり）

運賃

区域
運行

路線
不定期
運行

路線
定期
運行

ワンボッ
クス

マイクロ
バス

小型
バス

朝
日
中

夜

１
便
以
下

１
便

１
便
以
上

路線
バス
同等

その
他

京
阪
デ
ー
タ

1便あたりの
平均利用者数
（R7.4.1～
R8.1.31）

8.7人

1日あたりの
平均利用者数
（R7.4.1～
R8.1.31）

156.6人

乗
込
み
調
査

1便あたりの
最大通過人数
（R8.3.13）

18人

1便あたりの
最大乗車率
（R8.3.13）

72.0％
（小型バス）

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

利用時間帯 7時台～20時台

路線定期運行

朝夜の通勤ピーク時は1便以上/時、日中は1便/時を確保

代替交通手段

利用実態

既存バス路線との重複区間があるため、
路線バスと同じ運賃を設定

乗降時間の効率性やＵＤ対応など、
乗合事業に適した小型バスを使用

朝～夜の時間帯の運行を確保



8.3%

75.0%

8.3%
0.0% 8.4% 月に数日

週に1～2日

週に3～4日

週に5日以上

ほぼ毎日

試験的に府営住宅地内へバス停を追加
（平日の日中時間帯のみ停車）

43
4

67
105

72
16

1

樟葉駅

くずはモール

樋ノ上

牧野北町

養父元町

西船橋

なみき

運行計画（プラン）

府営住宅枚方牧野北
➢住宅地内の道路状況から運行は可能
➢潜在的利用者増加の可能性（各グラフより）

※運行維持の取組を「利用者が多い地域に新たにバス停を
設置」と回答した方

新設バス停
（追加）

牧野北町

◼ 利用者が多いバス停と周辺地域

至 樟葉駅

至 牧野駅

1.運行計画（プラン）について【利用者増加の可能性がある地域へのバス停設置】

5

府営住宅枚方樋之上

➢車両の離合が不可・消防活動用地があるため困難

現行ルート
追加ルート

<よく乗車するバス停>

29.0%

47.0%

22.0%
2.0%

上島町

牧野北町
（府営住宅）

牧野北町
（府営住宅以外）

その他

<牧野北町利用者の居住地> <牧野北町（府営住宅）居住者※の利用頻度>

5系統：面取町周辺、84系統：府営住宅枚方船橋周辺、87系統：府営住宅枚方樋ノ上及び枚方牧野北周辺

視点：現在のバス利用者の利便性維持と運行への影響を最小限に抑えることを前提としつつ、ルート変更やバス停の追加が
利用促進、ひいては採算性向上に繋がる可能性について検討する。



1.運行計画（プラン）について 【代替交通の運行経路・バス停】

運行計画（プラン）

樋ノ上

牧野北町

船橋本町

船橋住宅

牧野小学校

第三中学校前
（南北行）

宇山町北

宇山東町

牧野本町

朝日
一丁目

自治会
集会所前

樟葉南
小学校

面取町

面取町
二丁目

樟葉駅

くずは
モール

みさき

なみき

西船橋

養父元町

北片鉾

新設
バス停

6

京阪バス路線
（令和８年度の廃止計画実施後）

５系統（枚方市域）

５系統（八幡市域）
※現行ルートを維持する方向で検討中

８４系統

８７系統

京阪バスと共有のバス停（8箇所）

代替交通単独のバス停（15箇所）

・安全性確保対策が必要な理由
バスがバス停に停車した際に交差点に
その車体がかかるため

・対応
交差点の前後５mの範囲に車体がかか
らない場所へバス停を移設

「牧野小学校（北行）」

・安全性確保対策が必要な理由
バスがバス停に停車した際に交差点の
前後５ｍの範囲にその車体がかかるた
め

・対応
既存バス停への代替交通車両の追加停
車は不可であり、利用者が極端に少な
いことから、バス停は設置せず通過と
する

「あさひ（東行）」

[京阪バス提供データより]

停留所別平均乗降者数
（R7.4.1～R8.1.31（10か月間※平日））

安全性確保対策が必要なバス停の対応

あさひ



1.運行計画（プラン）について 【まとめ】

運行計画（プラン）

５系統
（樟葉駅～金振東～面取町～樟葉駅）

84系統
（樟葉駅～船橋住宅～北片鉾～樟葉駅）

87系統
（樟葉駅～樋ノ上～養父元町～樟葉駅）

運行形態 路線定期運行 路線定期運行 路線定期運行

運行経路
バス停

現行経路と同様
あさひバス停
（東行）は通過

現行経路と同様
牧野小学校バス停
（北行）を移設

現行経路に
府営住宅枚方牧野北

を追加
集会所前にバス停

を新設

運行車両 小型バス 小型バス 小型バス

運行時間帯
9時～17時
（現行と同様）

9時～16時
（現行と同様）

7時～20時
（現行と同様）

運行便数
9便（1便/時）
（現行と同様）

8便（1便/時）
（現行と同様）

18便（１～2便/時）
（現行と同様）

ダイヤ 等間隔運行 等間隔運行 等間隔運行

運賃 路線バスと同等 路線バスと同等 路線バスと同等

※八幡市域は現行ルートを維持する方向で検討中

7

※朝夜は除く



地域住民・利用者

PDCA管理

8

枚方市 事業者

運行主体
・地域特性を踏まえた運行

運行データの整理と目標設定

・利用状況の確認（定期的）
・運行収支や利用者一人あたりの負担額などを整理
・乗車人数や収支率、外出頻度の増加率などの目標設定

利用実績の評価

・利用実績と目標値を比較

運行計画の見直し

・改善策を検討
・運行の最適化

目標値以上
（達成）

現状運行を継続

・利用促進で運行維持

運行の協力
・安全・安心なサービス提供
運行データの提供
・路線毎の利用者数など

利用促進
・積極的な利用、呼びかけ
地域で支える体制づくり
・利用状況の確認共有

目標値未満
（未達成）

運行計画（プラン）

※地域交通の専門家の参加を想定
（専門的、中立的立場から助言など）

2.運行維持に向けた取り組み【地域と一体となった運行維持管理（PDCA）】
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